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Ⅰ　
痛
風
、
高
尿
酸
血
症
と
は

痛
風
と
は
、
高
尿
酸
血
症
（
血
清
の
尿
酸
値
が

7
・
0
㎎
/

dL
を
超
え
る
場
合
）
が
長
く
続
い
た

結
果
、
尿
酸
が
体
の
中
に
蓄
積
し
、
結
晶
に
な
っ

て
激
し
い
関
節
炎
を
き
た
す
病
気
で
す
（
図
1
）。

痛
風
は「
症
状
の
な
い
無
症
候
性
高
尿
酸
血
症
期
」

→
「
急
性
痛
風
発
作
期
」
→
「
慢
性
結
節
性
痛

風
期
」
の
3
段
階
で
進
行
し
ま
す
が
、
腎
臓
の
障

害
（
痛
風
腎
）
を
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
痛
風
腎
か
ら
尿
毒
症
に
移
行
す
る
こ

と
が
多
く
、
死
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

高
尿
酸
血
症
の
治
療
が
進
ん
だ
現
在
で
は
、
尿
毒

症
に
よ
る
死
亡
は
激
減
し
、
代
わ
っ
て
心
臓
・
血

管
障
害
に
よ
る
死
亡
例
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

痛
風
に
な
り
や
す
い
の
は
、
遺
伝
的
素
因
の
あ

る
人
、
生
活
習
慣
に
問
題
が
あ
る
人
、
肥
満
の
人

な
ど
で
す
。
痛
風
の
患
者
さ
ん
は
、
昔
は
40
歳
代
、

50
歳
代
の
人
が
圧
倒
的
で
し
た
が
、
最
近
は
20
歳

代
、
30
歳
代
で
も
痛
風
に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
、
運
動
不
足
の
生
活
を
送
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
清
涼
飲
料
水
に
含
ま
れ
る
果
糖

の
摂
り
過
ぎ
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ　
痛
風
の
症
状

（
1
）
痛
風
発
作
（
急
性
痛
風
関
節
炎
）

突
然
、足
の
付
け
根
の
関
節（
第
1
中
足
趾
関
節
）

な
ど
が
赤
く
腫
れ
て
痛
み
ま
す
（
写
真
1
）。
痛
風

発
作
は
、
①
プ
リ
ン
体
を
多
く
摂
り
過
ぎ
た
あ
と
、

②
外
傷
、
手
術
な
ど
、
③
尿
酸
降
下
薬
の
開
始
時
、

④
激
し
い
運
動
の
あ
と
、
⑤
冷
や
し
過
ぎ
た
と
き
な

ど
に
起
こ
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

発
作
の
間
は
歩
く
の
も
困
難
に
な
る
ほ
ど
痛
み

は
激
烈
で
す
が
、
こ
の
痛
み
は
1
〜
2
週
間
で
自

然
に
治
ま
り
ま
す
。
し
か
し
放
置
し
て
お
く
と
、

半
年
か
ら
1
年
後
に
ま
た
同
じ
よ
う
な
発
作
が
起

こ
り
、し
だ
い
に
そ
の
間
隔
も
短
く
な
っ
て
き
ま
す
。

（
2
）
関
節
の
腫
れ
や
変
形
、
痛
風
結
節

発
作
を
幾
度
も
繰
り
返
し
た
関
節
は
、
変
形
や

破
壊
が
進
み
、
腫
れ
て
痛
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

過
剰
な
尿
酸
塩
が
、
関
節
や
軟
骨
の
周
辺
、
骨
、

滑
膜
（
関
節
の
構
成
要
素
の
一
つ
）、
腱
お
よ
び

皮
下
組
織
な
ど
に
沈
着
し
、
か
た
ま
り
を
形
成
し

た
も
の
を
「
痛
風
結
節
」
と
い
い
ま
す
（
写
真
2
）。

痛
風
結
節
は
比
較
的
低
温
で
血
流
が
乏
し
く
、

20
歳
代
、30
歳
代
で
も
油
断
は
禁
物

「
痛
風
」の
基
礎
知
識
と

治
療
法
、予
防
法
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物
理
的
な
刺
激
を
受
け
や
す
い
部
位
に
で
き
や
す

く
、
耳じ
か
い介
（
耳
の
、
外
に
張
り
出
て
い
る
部
分
）、

肘
や
指
腹
の
皮
膚
に
比
較
的
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

通
常
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

痛
風
結
節
は
尿
酸
値
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
高
尿

酸
血
症
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
で
き
や
す
い
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
痛
風
診
療

レ
ベ
ル
の
向
上
に
よ
り
、
痛
風
結
節
に
遭
遇
す
る

機
会
は
少
な
く
な
り
、
成
人
男
性
痛
風
患
者
の
約

1
%
に
み
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
3
）
腎
障
害
や
生
活
習
慣
病
の
併
発

場
合
に
よ
っ
て
は
、
関
節
の
腫
れ
や
変
形
、
尿

路
結
石
が
み
ら
れ
る
と
と
と
も
に
、
腎
臓
も
侵
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
腎
障
害
の
初
期
に
は
尿

の
濃
縮
力
が
低
下
し
、
尿
に
赤
血
球
や
タ
ン
パ
ク

な
ど
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
痛
風
・
高
尿
酸
血
症
の
人
は
、
肥
満
、
高

血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
様
々
な
生
活
習
慣
病
を
併

発
す
る
頻
度
も
高
く
な
り
ま
す
。

Ⅲ　
痛
風
の
診
断

以
前
か
ら
高
尿
酸
血
症
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
男

性
で
、
足
の
親
指
の
付
け
根
の
関
節
ま
た
は
足
関

節
周
囲
に
赤
く
腫
れ
を
伴
う
急
性
の
痛
み
が
み
ら

れ
た
場
合
に
は
、
痛
風
の
診
断
は
比
較
的
容
易
で

す
。
し
か
し
、
診
断
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

痛
風
で
あ
る
か
ど
う
か
を
診
断
す
る
た
め
に
は
、

1
9
7
7
年
に
ア
メ
リ
カ
リ
ウ
マ
チ
協
会
（
A
R
A
）

が
提
案
し
た 

「
痛
風
診
断
基
準
」
を
用
い
る
の
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
1
）。
表
1
の
「
A
」

ま
た
は「
B
」の
ど
ち
ら
か
一
つ
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、

痛
風
と
し
て
よ
い
と
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
A
で
は
、
関
節
液
の
検
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
作
を
起
こ
し
て
い
る
関

高尿酸血症
血清の尿酸値が

7.0mg/dLを超える

尿
酸
が

体
の
中
に
蓄
積

結
晶
に
な
っ
て

激
し
い
関
節
炎

痛　風
痛風の要因
・遺伝的素因
・生活習慣
・肥満　など

プリン体とは、プリン骨格を持つ物質の総称で、プ
リン塩基、プリンヌクレオシド、ATPなどのプリンヌ
クレオチド、さらにうまみの成分である核酸にも含ま
れています。

プリン体は肉、魚、野菜など食物全般に含まれてい
ますが、大部分はヒトの体内で作られています。

食物中のプリン体は、肉類・魚介類のほか、レ
バー、白子などの内臓類に多く含まれています。

ビールに含まれるプリン体は100mlあたり約5〜
10mg程度と、それほど多くはありませんが、アル
コール自体が尿酸を上昇させますので、無（低）プリ
ン体ビールでもたくさん飲むのは禁物です。

Side Note プリン体とは？

写真１　発作を起こしている足の
親指の付け根の関節

写真２　手と指にみられた痛風結節

図1　高尿酸血症から痛風へ

この部分



1818

節
に
注
射
針
を
刺
し
て
関
節
液
を
採
取
し
、
尿
酸

の
結
晶
を
取
り
込
ん
で
い
る
白
血
球
が
存
在
す
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
激
痛
発
作
を
起

こ
し
て
い
る
と
き
に
患
部
を
刺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
非
常
に
苦
痛
と
な

り
ま
す
。
ま
た
痛
風
発
作
が
小
さ
な
関
節
に
多
い

こ
と
か
ら
も
、
実
施
す
る
の
は
困
難
で
す
。

ま
た
、
B
で
は
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
痛
風

結
節
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般

に
は
C
の
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ　
痛
風
と
間
違
い
や
す
い
病
気
に
つ
い
て

（
痛
風
の
鑑
別
診
断
）

（
1
）
外
反
母
趾

足
の
親
指
の
付
け
根
の
関
節
か
ら
先
の
骨
が
外

側
に
曲
が
っ
て
い
る
状
態
で
、
親
指
の
付
け
根
が

内
側
に
突
出
し
ま
す
。
こ
の
変
形
だ
け
で
も
少
し

痛
み
ま
す
が
、
炎
症
を
起
こ
す
と
赤
く
腫
れ
、
激

し
く
痛
ん
で
痛
風
発
作
と
似
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

（
2
）
変
形
性
関
節
症

加
齢
に
伴
う
骨
・
軟
骨
の
変
性
で
、
歩
き
始
め

な
ど
に
痛
み
が
出
ま
す
。
膝
や
股
関
節
が
し
ば
し

ば
侵
さ
れ
、
膝
が
腫
れ
て
痛
む
と
痛
風
発
作
と
間

違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
足
の
指
な
ど
が
侵
さ

れ
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（
3
）
蜂ほ
う
か
し
き
え
ん

窩
織
炎

皮
下
組
織
に
細
菌
が
感
染
し
て
、
皮
膚
や
皮
下

組
織
が
赤
く
腫
れ
る
病
気
で
す
。
関
節
の
病
気
で

は
な
い
の
で
、
関
節
を
動
か
し
て
も
痛
み
は
強
く

な
り
ま
せ
ん
。
抗
生
物
質
が
有
効
で
す
。

（
4
）
偽
痛
風

ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
う
結
晶
に
よ
っ
て

関
節
炎
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
高
齢
者
の
膝
関
節

や
足
首
の
関
節
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
男
性
も

女
性
も
同
様
に
起
こ
り
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を

と
る
と
関
節
の
半
月
板
に
石
灰
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

（
5
）
関
節
リ
ウ
マ
チ

多
く
の
関
節
が
慢
性
的
に
痛
み
、
し
だ
い
に
関

節
が
変
形
し
て
日
常
生
活
を
そ
こ
な
う
病
気
で
す
。

痛
風
と
は
対
照
的
に
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
痛
風
の
痛
み
が
急
性
に
起
こ
る
の
に
対
し
て
、

痛
み
は
慢
性
的
で
す
。

（
6
）
回
帰
性
リ
ウ
マ
チ

関
節
が
急
に
腫
れ
て
痛
む
原
因
不
明
の
病
気
で
、

男
性
に
も
女
性
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
痛
風
よ
り
症

状
は
軽
く
2
、
3
日
で
治
り
ま
す
が
、
繰
り
返
し

て
起
こ
り
ま
す
。
関
節
の
変
形
は
起
こ
さ
ず
、
血

清
尿
酸
値
も
正
常
の
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
た
ま

た
ま
血
清
尿
酸
値
が
高
い
と
痛
風
発
作
と
間
違
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
7
）
強き
ょ
う
ご
う
ぼ
し

剛
母
趾

足
の
親
指
の
付
け
根
の
関
節
の
軟
骨
が
損
傷
さ

れ
、
足
の
親
指
を
伸
ば
す
と
痛
み
が
出
る
病
気
で

す
。
軽
い
う
ち
は
つ
ま
先
立
ち
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を

履
く
と
き
な
ど
に
痛
み
を
感
じ
る
程
度
で
す
が
、

中
程
度
に
な
る
と
足
の
親
指
を
上
に
向
け
に
く
く

な
り
、
重
症
に
な
る
と
こ
の
関
節
が
ほ
と
ん
ど
動

か
な
く
な
り
ま
す
。

Ⅴ　
痛
風
の
治
療

痛
風
の
治
療
は
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
1
つ

目
は
痛
風
発
作
の
治
療
、
2
つ
目
は
高
尿
酸
血
症

の
治
療
、
そ
し
て
3
つ
目
に
合
併
症
・
併
発
症
の

治
療
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
1
）
痛
風
発
作
の
治
療

患
者
さ
ん
が
で
き
る
痛
風
発
作
時
の
対
応
と
し

て
は
、
①
患
部
を
冷
や
す
こ
と
（
急
性
炎
症
で
あ

る
の
で
温
め
る
と
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）、
②

発
作
の
起
こ
っ
た
関
節
を
安
静
に
す
る
こ
と
（
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
）、
③
う
っ
血
を
避

け
る
た
め
患
部
を
心
臓
よ
り
高
く
す
る
こ
と
（
例

え
ば
、
机
の
上
に
足
を
上
げ
る
）、
④
ア
ル
コ
ー
ル

を
控
え
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
な

に
よ
り
早
く
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

表1　痛風診断基準 (アメリカリウマチ協会による)

A． 尿酸の結晶が関節液の中にある

B． 痛風結節：化学的もしくは偏光顕微鏡検査で
尿酸の結晶が存在することを証明する

C． 以下の11項目のうち、該当するものが6項目
以上ある
□  1．症状が出てから痛みが24時間以内に

ピークに達している
□  2．関節炎の発作が過去2回以上みられる
□  3．1ヵ所の関節に症状があらわれる
□  4．関節がはれて赤くなる
□  5．足の親指のつけ根の関節に痛みと腫れ

がある
□  6．片側の足の親指のつけ根に発作
□  7．片側の足首の発作である
□  8．痛風結節と疑われる塊がある
□  9．高尿酸血症である
□10．非対称的な関節の腫れである
□11．発作が完全によくなる
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◎
痛
風
発
作
の
代
表
的
な
治
療
薬
（
表
2
）

①
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
抗
炎
症
薬

（
Nエ
ヌ

セ

ド

S
A
I
D
s
）

鎮
痛
解
熱
剤
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
薬
で
す
。
痛

風
発
作
に
用
い
る
も
の
と
し
て
は
一
般
に
半
減
期

が
短
く
、
吸
収
と
体
内
分
布
の
早
い
も
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ナ
プ
ロ
キ
セ
ン
（
商
品
名
ナ
イ
キ
サ
ン
な
ど
）、

オ
キ
サ
プ
ロ
ジ
ン
（
商
品
名
ア
ル
ボ
な
ど
）、
プ
ラ

ノ
プ
ロ
フ
ェ
ン
（
商
品
名
ニ
フ
ラ
ン
な
ど
）、
イ
ン

ド
メ
タ
シ
ン
（
商
品
名
イ
ン
ダ
シ
ン
な
ど
）、
な
ど

多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
痛
風
発
作
の
痛
み
は

発
症
後
1
〜
3
日
が
最
も
強
い
の
で
、
最
初
の
1

日
に
限
り
比
較
的
大
量
に
用
い
る
と
有
効
で
す
。

た
だ
し
、
ア
ス
ピ
リ
ン
（
商
品
名
バ
フ
ァ
リ
ン

な
ど
）
は
、
鎮
痛
作
用
を
発
揮
す
る
量
で
は
血
清

尿
酸
値
を
低
下
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
痛
風
発
作

中
に
血
清
尿
酸
値
を
変
動
さ
せ
る
と
関
節
炎
が
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
痛
風
発
作
時
に
は

服
用
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
や
胃

潰
瘍
で
治
療
中
の
人
な
ど
に
は
N
S
A
I
D
s
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場
合
は
ス
テ
ロ
イ
ド
を

使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
コ
ル
ヒ
チ
ン

コ
ル
ヒ
チ
ン
の
服
用
は
、
痛
風
発
作
が
起
き
た

あ
と
、早
い
ほ
ど
有
効
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

痛
風
発
作
の
予
兆
期
や
、
発
作
の
ご
く
初
期
で
あ

れ
ば
コ
ル
ヒ
チ
ン
は
有
効
で
す
の
で
1
錠
服
用
し

ま
す
。

た
だ
し
、
発
作
が
本
格
的
に
な
る
と
た
く
さ
ん
コ

ル
ヒ
チ
ン
を
飲
ま
な
い
と
効
き
ま
せ
ん
し
、
た
く
さ

ん
飲
む
と
副
作
用
が
み
ら
れ
る
の
で
、
発
作
が
ひ
ど

く
な
れ
ば
コ
ル
ヒ
チ
ン
は
飲
ま
ず
、
N
S
A
I
D
s

を
飲
む
ほ
う
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ル
ヒ
チ
ン
の
少
量
投
与
と
大
量
投
与
を
比
較

し
た
試
験
で
は
、
有
効
性
に
差
は
な
く
、
大
量
投

与
の
ほ
う
が
副
作
用
の
頻
度
が
高
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
コ
ル
ヒ
チ
ン
の
服
用
は
3
錠
ま
で
に
と
ど
め

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

強
力
な
抗
炎
症
作
用
が
あ
り
ま
す
。
N
S
A
I 

D
s
と
有
効
性
に
差
が
な
い
と
い
う
研
究
も
み
ら

れ
、
痛
風
発
作
に
も
有
効
で
す
。

あ
ま
り
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
痛

風
発
作
に
対
す
る
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
適
応
と
し
て

は
、
①
N
S
A
I
D
s
が
使
え
な
い
場
合
、
②

N
S
A
I
D
s
投
与
が
無
効
で
あ
っ
た
場
合
、
③

痛
風
に
よ
り
多
発
性
に
関
節
炎
を
生
じ
て
い
る
場

合
、
④
膝
・
肘
関
節
な
ど
に
水
腫
を
伴
う
関
節
炎

を
有
す
る
場
合
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

内
服
、
筋
肉
・
静
脈
注
射
の
ほ
か
、
関
節
内
に

投
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染

性
関
節
炎
や
感
染
巣
が
付
近
に
存
在
す
る
場
合
に

は
禁
忌
で
す
。

（
2
）
高
尿
酸
血
症
の
治
療

尿
酸
値
を
急
激
に
低
下
さ
せ
る
と
、
し
ば
し
ば

痛
風
発
作
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
尿
酸

血
症
の
薬
物
療
法
は
、
痛
風
発
作
が
治
ま
っ
て
2

週
間
後
く
ら
い
か
ら
少
量
で
開
始
し
、
血
清
尿
酸

値
を
3
〜
6
ヵ
月
か
け
て
徐
々
に
低
下
さ
せ
て
6
・

0
㎎
/

dL
以
下
に
し
、
そ
の
後
は
6
・
0
㎎
/

dL

以
下
に
安
定
す
る
用
量
を
続
け
ま
す
。

◎
高
尿
酸
血
症
治
療
薬 

（
表
3
）

尿
酸
降
下
薬
に
は
、
尿
酸
の
産
生
を
抑
え
る
薬

（
尿
酸
生
成
抑
制
薬
）
と
尿
酸
の
排
泄
を
促
す
薬

（
尿
酸
排
泄
促
進
薬
）
が
あ
り
ま
す
。

尿
中
の
尿
酸
の
量
や
尿
酸
を
排
泄
す
る
能
力
を

調
べ
て
、
高
尿
酸
血
症
の
タ
イ
プ
を
決
め
ま
す
。

尿
酸
が
体
内
で
作
ら
れ
や
す
い
タ
イ
プ
の
患
者
さ

ん
に
は
尿
酸
生
成
抑
制
薬
を
、
排
泄
さ
れ
に
く
い

患
者
さ
ん
に
は
尿
酸
排
泄
促
進
薬
を
使
う
の
が
基

本
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

表2　痛風関節炎の治療薬

一般名（薬品名） 剤型 使用量
○非ステロイド系抗炎症薬（NSAIDs）
　ナプロキセン（ナイキサン） 100mg/T 300–900mg/day
　オキサプロジン（アルボ） 100mg/T 400–600mg/day
　プラノプロフェン（ニフラン） 75mg/T 450–675mg/day
　インドメタシン（インダシン） 25mg/T 75–225mg/day
○コルヒチン（コルヒチン） 0.5mg/T 1.8mg/dayまで
○ステロイド剤
　プレドニゾロン（プレドニン） 5mg/T 20–30mg/day
　トリアムシノロン（ケナコルト） 50mg/V 20–40mg/day
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た
だ
し
、
尿
路
結
石
の
合
併
が
あ
る
場
合
や
腎

臓
の
機
能
が
悪
い
場
合
は
、
排
泄
さ
れ
に
く
い
タ

イ
プ
で
も
尿
酸
生
成
抑
制
薬
を
選
択
し
ま
す
。

①
尿
酸
生
成
抑
制
薬

ア
ロ
プ
リ
ノ
ー
ル
（
商
品
名
ザ
イ
ロ
リ
ッ
ク
、

ア
ロ
シ
ト
ー
ル
な
ど
）、フ
ェ
ブ
キ
ソ
ス
タ
ッ
ト
（
商

品
名
フ
ェ
ブ
リ
ク
）、
ト
ピ
ロ
キ
ソ
ス
タ
ッ
ト
（
商

品
名
ウ
リ
ア
デ
ッ
ク
、
ト
ピ
ロ
リ
ッ
ク
）
の
3
種

類
が
あ
り
ま
す
。

尿
酸
生
成
抑
制
薬
は
、尿
酸
を
産
生
す
る
酵
素
、

キ
サ
ン
チ
ン
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
（
X
O
）
を
阻
害
し
、

尿
酸
の
合
成
を
抑
制
し
て
血
清
尿
酸
値
を
低
下
さ

せ
ま
す
（
図
2
・
左
）。

ア
ロ
プ
リ
ノ
ー
ル
は
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し

て
い
る
人
で
は
投
与
量
の
調
節
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ロ
プ
リ
ノ
ー
ル
の
副
作
用
と
し
て
は

発
疹
、
肝
機
能
障
害
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
頻

度
は
低
い
で
す
が
、
重
大
な
副
作
用
と
し
て
、
過

敏
性
血
管
炎
、
中
毒
性
表
皮
壊え

し死
症
、
皮
膚
粘

膜
眼
症
候
群
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
発
売
さ
れ
た
フ
ェ
ブ
キ
ソ
ス
タ
ッ
ト
、
ト

ピ
ロ
キ
ソ
ス
タ
ッ
ト
は
肝
臓
で
不
活
化
さ
れ
た
あ

と
、
胆
汁
と
腎
臓
な
ど
複
数
の
経
路
を
介
し
て
排

泄
さ
れ
る
た
め
、
軽
度
〜
中
等
度
腎
機
能
が
低
下

し
た
患
者
さ
ん
で
も
、
通
常
用
量
で
血
清
尿
酸
値

を
低
下
さ
せ
ま
す
。

②
尿
酸
排
泄
促
進
薬

尿
酸
排
泄
促
進
薬
は
、
U
R
A
T
1
と
い
う
尿

酸
を
再
吸
収
す
る
輸
送
体
を
阻
害
し
て
、
尿
へ
の

尿
酸
の
排
泄
を
促
進
し
、
血
清
尿
酸
値
を
低
下
さ

せ
る
薬
剤
で
す
（
図
2
・
右
）。
我
が
国
で
は
、

ベ
ン
ズ
ブ
ロ
マ
ロ
ン
（
商
品
名
ユ
リ
ノ
ー
ム
な
ど
）、

プ
ロ
ベ
ネ
シ
ド
（
商
品
名
プ
ロ
ベ
ネ
ミ
ド
な
ど
）、

ブ
コ
ロ
ー
ム
（
商
品
名
パ
ラ
ミ
ヂ
ン
）
の
3
種
類

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
高
尿
酸
血
症
・
痛
風
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

第
2
版
』（
編
集
：
日
本
痛
風
・
核
酸
代
謝
学
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
委
員
会
）
で
は
、
尿
酸
排
泄

促
進
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
尿
路
結
石
予
防
の

た
め
に
尿
ア
ル
カ
リ
化
薬
を
併
用
す
る
こ
と
、
尿

量
を
増
や
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ン
ズ
ブ
ロ
マ
ロ
ン
は
、
尿
酸
排
泄
促
進
薬
の

中
で
最
も
尿
酸
排
泄
作
用
が
強
く
、
1
日
1
回
で

良
好
な
尿
酸
低
下
作
用
を
維
持
で
き
る
の
で
、
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
副
作
用
の
頻
度
は
低
い
で

す
が
、
重
篤
な
も
の
と
し
て
本
剤
と
の
因
果
関
係

が
否
定
で
き
な
い
劇
症
肝
炎
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

肝
機
能
の
悪
い
人
に
は
使
用
し
な
い
こ
と
、
投
与

開
始
後
6
ヵ
月
間
は
定
期
的
な
肝
機
能
検
査
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
3
）
合
併
症
、
併
発
症
と
そ
の
治
療

痛
風
・
高
尿
酸
血
症
に
し
ば
し
ば
合
併
す
る
も

の
と
し
て
、
高
血
圧
、
高
中
性
脂
肪
血
症
、
耐
糖

表３　高尿酸血症の治療薬

図2　尿酸降下薬が作用するところ

一般名（薬品名） 剤型 使用量
○尿酸生成抑制薬
　アロプリノール（ザイロリック） 100mg/T 100–300mg/day
　フェブキソスタット（フェブリク） 10mg/T 10–60mg/day
　トピロキソスタット（ウリアデックなど） 20mg/T 40–120mg/day
○尿酸排泄促進薬
　ベンズブロマロン（ユリノーム） 25mg/T 25–100mg/day
　プロベネシド（プロベネミド） 250mg/T 1.0–1.5g/day
　ブコローム（パラミヂン） 300mg/C 300–900mg/day
○尿アルカリ化剤
　クエン酸Na/K（ウラリット錠） 6–12錠/day

血管側管腔側

尿

近位尿細管細胞

アロプリノール
フェブキソスタット
トピロキソスタット

ベンズブロマロン
プロベネシド

IMP

XO

ヒポキサンチン

キサンチン

尿酸

XO：キサンチンオキシダーゼ URAT1：尿酸輸送体の1つ

尿酸尿酸
尿酸

尿酸

URAT1×
×
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能
異
常
、
慢
性
腎
臓
病
、
動
脈
硬
化
症
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
疾
患
は
お
互
い
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
の

で
、
血
清
尿
酸
値
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
疾

患
に
つ
い
て
も
併
せ
て
管
理
・
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

Ⅵ　
日
常
生
活
で
注
意
し
た
い
こ
と

痛
風
の
食
事
療
法
と
し
て
、
か
つ
て
は
プ
リ
ン

体
の
制
限
に
主
眼
が
お
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
尿

酸
は
ほ
と
ん
ど
が
体
の
中
で
合
成
さ
れ
る
の
で
、

プ
リ
ン
体
を
摂
ら
な
け
れ
ば
痛
風
に
な
ら
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
厳
し
い
プ
リ
ン
体
の

制
限
を
行
っ
て
も
、
血
清
尿
酸
値
は
せ
い
ぜ
い
1

㎎
/

dL
程
度
し
か
下
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
最
近
で
は
他
の
生
活
習
慣
病
と
同
様

に
、
食
事
は
適
切
な
カ
ロ
リ
ー
を
守
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
高
尿
酸
血
症
改
善
の
た
め
に
は
、
以
下
の
食

生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
（
表
4
）。

イ
ワ
シ
や
エ
ビ
、
カ
ツ
オ
な
ど
の
ほ
か
、
レ
バ
ー

や
あ
ん
き
も
な
ど
、
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
食
品

を
摂
り
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
制
限
す
る
こ
と
（
ビ
ー
ル
中
瓶

1
本
、
日
本
酒
1
合
程
度
ま
で
）。

最
近
で
は
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
摂
取
と
高
尿
酸

血
症
、
痛
風
の
リ
ス
ク
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
報

告
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の

飲
み
過
ぎ
に
も
要
注
意
で
す
。

乳
製
品
は
プ
リ
ン
体
も
少
な
く
、
尿
酸
低
下
作

用
が
あ
り
、
痛
風
発
作
を
起
こ
し
に
く
く
し
、
発

作
を
和
ら
げ
る
の
に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

野
菜
は
カ
ロ
リ
ー
も
低
く
、
植
物
性
タ
ン
パ
ク

に
は
尿
酸
低
下
作
用
が
あ
り
、
痛
風
発
作
の
リ
ス

ク
を
減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
尿
の
ア
ル
カ
リ
化
に
も

有
効
で
す
の
で
、
十
分
に
摂
り
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
食
品
と
痛
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
表

5
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

運
動
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
1
日
30
分
程
度
行
い
、
食
事
療
法
と
組
み
合

わ
せ
て
適
正
体
重
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
実
際
、
食
事
や
運
動
療
法
に
て
減
量
す
る
と

血
清
尿
酸
値
は
低
下
し
、
痛
風
発
症
リ
ス
ク
も
減

少
す
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
急
速

な
減
量
や
激
し
い
運
動
（
無
酸
素
運
動
）
は
、
か

え
っ
て
痛
風
発
作
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

有
酸
素
運
動
は
血
清
尿
酸
値
に
は
直
接
影
響
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
体
脂
肪
の
減
少
に
伴
っ
て
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
よ
く
な
り
、
軽
症
高
血
圧
の

改
善
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
の
上
昇
な
ど
、
痛
風
・
高
尿
酸
血
症

の
人
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
種
々
の
病
態
を
改
善

し
、
間
接
的
に
は
血
清
尿
酸
値
の
低
下
も
期
待
で

き
ま
す
。

表5　食品と痛風の関係

  摂り過ぎると痛風発作を起こしやすいもの  
・肉類・内臓類
　（牛、豚、鶏）
・魚介類

（赤身魚、白身魚、エビ、
カニ、タコ、イカ、
貝類、干物）

・アルコール飲料
・ソフトドリンク
　

  摂り過ぎても痛風発作を起こしにくいもの  
・高プリン体野菜

（干ししいたけ、ヒラタケ、ブロッコリーなど）
・高脂肪乳製品

  継続的に摂ると痛風発作の予防になるもの  
・乳製品　・低脂肪乳製品　・植物性タンパク

□　食事は適切な
カロリーを守る。

□　プリン体を
多く含む食品を
摂り過ぎない。

□　アルコールを制限する
（ビール中瓶：１本、
日本酒：１合程度まで）。

□　ソフトドリンクを飲み過ぎない。
□　乳製品は積極的に摂る。
□　野菜は十分に摂る。
□　有酸素運動を１日30分程度行い、食事療法と組み合わせ

て適正体重を維持する。ただし、急速な減量や激しい運
動（無酸素運動）は要注意。

表4　高尿酸血症を改善するために心掛けたいこと


